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【はじめに】近年，レーザーを用いた迅速・高感度元素分析法として，レーザープラズマ分光分

析法(LIBS)が多く用いられるようになった。LIBS は，一般にはパスル YAG レーザー(波長 1.064

μm)が用いられているが，我々のグループでは波長 10.6μm のパルス CO2レーザーによる LIBS

の研究を行っている。CO2レーザーLIBSの特徴の１つは，金属をサブターゲットとして用いるこ

とにより，粉体などの柔らかい試料の元素分析が可能になることである。したがって食品や農作

物に含まれる重金属や，農作物が育成する土壌中の重金属を元素分析することができる。現在，

福島第１原発の事故により飛散した放射性セシウム(137Cs)の除染が社会的な問題になっているこ

とからパルス CO2レーザーを使用した土壌中セシウムの元素分析について研究した。 

【実験方法】土壌中に付着したセシウムを再現する

ためにクニピア(人工土壌)に塩化セシウムを混ぜた

ものをペレット状にして，He ガス雰囲気中で CO2

レーザー(パルスエネルギー1.5J)を照射し，Cs 発光

ラインを測定した(Fig.1)。ペレットの厚さは約 1mm

であり，金属サブターゲットは Niを用いた。 

【結果】Fig.2の実験結果から Cs発光ライン Cs(Ⅱ) 

592.5nm(5p55d→5p56p)により土壌中に付着したセシ

ウムをパルス CO2レーザーLIBS によって高感度に

測定することが可能であることがわかった。しかし，

クニピアに塩化セシウムを混ぜた場合は，セシウム

の発光強度は相当小さくなってしまう。その原因は

塩化セシウムがクニピアに強く付着していて，効率

よくプラズマにセシウム原子が取り込まれていな

いことが挙げられる。 
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Fig.1 測定試料の実験配置 

Fig.2 セシウム(Cs)の発光スペクトル 

第 61 回応用物理学会春季学術講演会　講演予稿集（2014 春　青山学院大学）

Ⓒ 2014 年　応用物理学会

17a-PA3-2

04-240


